
アジの漁獲量秋植え馬鈴薯の生産量

秋植え馬鈴薯の生産量

アジの
漁獲量

今月の注目データ

DATA in 九州　寒流（リマン海流）と暖流（対馬海流）がぶつかる長崎県近海は、甲殻類やプランクトンと
いった栄養源が豊富にあることから、アジ・サバ等の良質な漁場となっており、特にアジの漁
獲量については、長崎県は全国の約3割を占め、日本一を誇っています。
　長崎県には、関あじ（大分県）と並ぶトップブランドの「旬あじ」（松浦）をはじめ、黄
金色に輝く「ごんあじ」（五島）、ビッグサイズで脂の乗った「野母んあじ」（野母崎）の
３大ブランドがあります。地元では、鯛やヒラメを凌ぐ美味と評判が高いそうです。皆様
も、長崎にアジの食べくらべに出かけてみてはいかがでしょうか。

アジの漁獲量

今月は「秋植え馬鈴薯の生産量」と「アジの漁獲量」です。

秋植え馬鈴薯の生産量

秋植え馬鈴薯の生産量

（出所:平成24年産野菜生産出荷統計（農林水産省）を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
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　馬鈴薯（じゃがいも）は、カレーライスやコロッケからポテトチップスまで、様々な料理に
用いられます。
　その生産量は、北海道が最も多いということは広く知られていますが、秋植え馬鈴薯（※）
に限って見ると、長崎県が第１位、鹿児島県が第２位となっています。
　戦国時代末期、オランダ船によりジャカルタ（ジャワ島）から長崎に伝えられたと言われる
馬鈴薯は、主食となっている国もあり、ビタミンＣ等の栄養価を多く含んでいます。
　これから寒くなりますが、ホクホクのじゃがバターが美味しい季節を迎えます。
※秋植え馬鈴薯：秋に種芋を植え、春に収穫する馬鈴薯。温暖な地域を中心に栽培される。
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（出所：農林水産省平成24年漁業・養殖業生産統計を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 緩やかな持ち直しの動きが続いている
福岡県の景気は、主要指標である生産が底堅く推移する他、個人消費で持ち直しの動きが続く等、総じて緩や

かな持ち直しの動きが続いています。
生産は、月次の振れを伴いつつ、足元底堅く推移しています。個人消費は、大型小売店販売額が前年を上回っ

た他、新車投入効果により自動車販売が前年を上回る等、持ち直しの動きが続いています。住宅建設は８ヵ月連
続で前年を上回り好調に推移しています。

（森山 裕司）

1.生産活動 月次の振れを伴いつつ、足元底堅く推移している
８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は90.8と前月比7.0％低下しました。
生産は、月次の振れを伴いつつ、足元底堅く推移し

ています。
主要業種では、国内向け自動車が減産となった輸

送機械や、自動車向け鋼材の生産が減少した鉄鋼が
低下しました。一方、港湾用クレーン等が増産となっ
た一般機械が上昇しています。

3.住宅建設

９月の新設住宅着工戸数は、3,785戸と前年同月
比24.0％増加し、８ヵ月連続で前年を上回りました。
消費増税や金利の先高感により、「持家」「貸家」「分

譲」が前年を大きく上回る等、好調に推移しています。

国土交通省出所■福岡県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 好調に推移している
９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比53.1％増の1,304件、金額が前年同月比66.4％増
の642億円となりました。
発注者別では、ダム建設工事の大型案件があった

「県」が前年を大きく上回る等、好調に推移していま
す。

西日本建設業保証出所■福岡県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに２ヵ月連続で増加
10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比9.1％減の40件、負債総額は同41.1％
減の約62億円となりました。
卸売業で27億円の大型倒産が発生する等、負債総

額、件数ともに２ヵ月連続で増加しています。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 持ち直しの動きが続いている
９月の大型小売店販売額は、前年同月比1.5％増の
525億円となりました。
残暑の影響で低価格帯の秋物衣料品が振るわな

かったものの、冷凍食品や催事等が好調だった飲食
料品は前年を上回っています。
９月の自動車販売は、前年同月比21 .7％増の
18,359台となっています（乗用車は同18.0％増、軽
自動車は同28.9％増）。
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経 済 動 向 〈福岡県〉
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の景気は、個人消費に持ち直しの動きが見られる他、主要指標である生産が底堅く推移する等、緩や
かな持ち直しの動きが続いています。
生産は、一般機械や輸送機械が増産となる等、底堅く推移しています。個人消費は、大型小売店販売額、自動

車販売ともに前年を上回り、持ち直しの動きが見られます。住宅建設は、着工戸数増加の動きが一服していま
す。

（大仲 陽介）

1.生産活動

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は96.4と前月比1.4％低下しました。
主要業種では、半導体製造装置等が増産となった

一般機械や、四輪車関連が堅調な輸送機械が上昇し
ています。一方、ICテスター等が減産となった電気機
械や金属製品等が低下しています。
生産は、若干の上下動が見られるものの、概ね底堅

く推移しています。

3.住宅建設

９月の新設住宅着工戸数は、881戸と前年同月比
6.9％減少しました。
「貸家」「分譲（一戸建）」は増加していますが、「持
家」「分譲（マンション）」が減少しており、着工数増加
の動きが一服しています。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比52.0％増の821件、金額が同75.3％増の335億
円となりました。
発注者別では、新設学校関連工事の発注があった

「県」や、トンネル新設工事等の大型案件があった「国」
が前年を大幅に上回る等、好調に推移しています。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比50.0％減の５件、負債総額が同85.5％
減の約3億円となりました。
飲食業で１億円を超える倒産が発生しましたが、負

債総額、件数ともに低水準で推移しています。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

９月の大型小売店販売額は、前年同月比0.7％増の
120億円となりました。
９月は中旬以降気温が高く、秋冬物の衣料品の販
売が低迷しましたが、主力の飲食料品は前年を上回り
ました。
９月の自動車販売は、前年同月比20 .5％増の
6,788台となっています（乗用車は同16.0％増、軽自
動車は同26.0％増）。
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の景気は、個人消費に持ち直しの動きが見られる他、主要指標である生産が底堅く推移する等、緩や
かな持ち直しの動きが続いています。
生産は、一般機械や輸送機械が増産となる等、底堅く推移しています。個人消費は、大型小売店販売額、自動

車販売ともに前年を上回り、持ち直しの動きが見られます。住宅建設は、着工戸数増加の動きが一服していま
す。

（大仲 陽介）

1.生産活動

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は96.4と前月比1.4％低下しました。
主要業種では、半導体製造装置等が増産となった

一般機械や、四輪車関連が堅調な輸送機械が上昇し
ています。一方、ICテスター等が減産となった電気機
械や金属製品等が低下しています。
生産は、若干の上下動が見られるものの、概ね底堅

く推移しています。

3.住宅建設

９月の新設住宅着工戸数は、881戸と前年同月比
6.9％減少しました。
「貸家」「分譲（一戸建）」は増加していますが、「持
家」「分譲（マンション）」が減少しており、着工数増加
の動きが一服しています。

国土交通省出所■熊本県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比52.0％増の821件、金額が同75.3％増の335億
円となりました。
発注者別では、新設学校関連工事の発注があった

「県」や、トンネル新設工事等の大型案件があった「国」
が前年を大幅に上回る等、好調に推移しています。

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比50.0％減の５件、負債総額が同85.5％
減の約3億円となりました。
飲食業で１億円を超える倒産が発生しましたが、負

債総額、件数ともに低水準で推移しています。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

９月の大型小売店販売額は、前年同月比0.7％増の
120億円となりました。
９月は中旬以降気温が高く、秋冬物の衣料品の販
売が低迷しましたが、主力の飲食料品は前年を上回り
ました。
９月の自動車販売は、前年同月比20 .5％増の
6,788台となっています（乗用車は同16.0％増、軽自
動車は同26.0％増）。

緩やかな持ち直しの動きが続いている

底堅く推移している

着工数増加の動きが一服

好調に推移している

負債総額、件数ともに低水準で推移

持ち直しの動きが見られる
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、個人消費に持ち直しの動きが見られるものの、主要指標である生産に減速の兆しが見られる
等、持ち直しの動きに弱さが見られます。
生産は、造船や電子部品の操業度が低下傾向にある等、減速の兆しが見られます。個人消費は、大型小売店販売

額、自動車販売ともに前年を上回る等、持ち直しの動きが続いています。住宅建設は、消費税増税を意識した駆け込
み着工により好調に推移しています。

（下田 大氣）

1.生産活動 減速の兆しが見られる
８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は99.1と前月比10.9%％低下しました。
造船や電子部品の操業度が低下傾向にある等、生

産は減速の兆しが見られます。
主要業種では、スマートフォン向け半導体集積回路

の生産が減少した電子・デバイスが低下した他、発電
所向けタービンが減産となった一般機械が低下しま
した。

3.住宅建設 好調に推移している
９月の新設住宅着工戸数は、613戸と前年同月比
25.6％増加しました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により、「貸

家」と「分譲」が前年同月を大きく上回りました。また、
住宅着工の先行指標である建築確認申請件数が前
年を上回る水準で推移しており、着工数増加に向けた
動きが継続しています。

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 好調に推移している
９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比22.0％増のは576件、金額が同71.9％増の290
億円となりました。
発注者別では、競艇場関連工事の大型案件があっ

た「市」が前年を大幅に上回りました。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高

5.企業倒産 負債総額、件数ともに低水準に抑制
10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比75.0%減の２件、負債総額が同84.9%
減の約2億円となりました。
負債総額、件数ともに低水準に抑制されています。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 持ち直しの動きが続いている
９月の大型小売店販売額は、前年同月比2.3％増の
88億円となりました。
主力の衣料品は秋物衣料が振るわなかったもの

の、惣菜・果物を中心に飲食料品が前年を大きく上回
り全体を押し上げました。
９月の自動車販売は、前年同月比14 .9％増の
4,466台となっています（乗用車は同3.7％増、軽自
動車は同26.0％増）。

持ち直しの動きに弱さが見られる
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の景気は、個人消費に持ち直しの動きが見られるものの、主要指標である生産に減速の兆しが見られる
等、持ち直しの動きに弱さが見られます。
生産は、造船や電子部品の操業度が低下傾向にある等、減速の兆しが見られます。個人消費は、大型小売店販売

額、自動車販売ともに前年を上回る等、持ち直しの動きが続いています。住宅建設は、消費税増税を意識した駆け込
み着工により好調に推移しています。

（下田 大氣）

1.生産活動 減速の兆しが見られる
８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は99.1と前月比10.9%％低下しました。
造船や電子部品の操業度が低下傾向にある等、生

産は減速の兆しが見られます。
主要業種では、スマートフォン向け半導体集積回路

の生産が減少した電子・デバイスが低下した他、発電
所向けタービンが減産となった一般機械が低下しま
した。

3.住宅建設 好調に推移している
９月の新設住宅着工戸数は、613戸と前年同月比
25.6％増加しました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により、「貸

家」と「分譲」が前年同月を大きく上回りました。また、
住宅着工の先行指標である建築確認申請件数が前
年を上回る水準で推移しており、着工数増加に向けた
動きが継続しています。

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 好調に推移している
９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比22.0％増のは576件、金額が同71.9％増の290
億円となりました。
発注者別では、競艇場関連工事の大型案件があっ

た「市」が前年を大幅に上回りました。

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負高

5.企業倒産 負債総額、件数ともに低水準に抑制
10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比75.0%減の２件、負債総額が同84.9%
減の約2億円となりました。
負債総額、件数ともに低水準に抑制されています。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 持ち直しの動きが続いている
９月の大型小売店販売額は、前年同月比2.3％増の
88億円となりました。
主力の衣料品は秋物衣料が振るわなかったもの

の、惣菜・果物を中心に飲食料品が前年を大きく上回
り全体を押し上げました。
９月の自動車販売は、前年同月比14 .9％増の
4,466台となっています（乗用車は同3.7％増、軽自
動車は同26.0％増）。

持ち直しの動きに弱さが見られる
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、個人消費に弱さが見られるものの、主要指標である生産が２ヶ月連続でプラスに推移する
等、緩やかな持ち直しの動きが見られます。
生産は、食用アミノ酸が増産となる等、足元では上向きの兆しが見られます。個人消費は、自動車販売が前年

を上回ったものの、大型小売店販売額が前年を下回る等、弱含みで推移しています。住宅建設は、消費税増税を
意識した駆け込み着工により好調に推移しています。

（下田 大氣）

1.生産活動

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は93.9と前月比0.5％上昇しました。
比重の高い化学や食料品の上昇基調が続いており

総合指数は２ヶ月連続で前月を上回る等、生産は足元
では上向きの兆しが見られます。
主要業種では、食用アミノ酸等の生産が増加した

食料品が上昇した他、医薬品が増産となった化学が
上昇しています。

3.住宅建設

９月の新設住宅着工戸数は、562戸と前年同月比
55.7％増加しました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により、「貸

家」「分譲（マンション）」が前年を大幅に上回った他、
「持家」も高水準で推移しています。また、住宅着工の
先行指標である建築確認申請件数が前年を上回る水
準で推移しており、着工数増加に向けた動きが継続し
ています。

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比1.8％増の282件、金額が同8.9％増の105億円と
なりました。
発注者別では、港湾関連工事の発注があった「国」

や学校校舎改築工事の発注があった「市町村」が前年
を上回る等、堅調に推移しています。

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比66.7％減の２件、負債総額が同98.3%
減の約50百万円となりました。
負債総額、件数ともに低水準に抑制されています。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

９月の大型小売店販売額は、前年同月比1.8％減の
50億円となりました。
残暑の影響により、全体的に客足が鈍く、主力の衣

料品・飲食料品ともに前年を下回りました。
９月の自動車販売は、前年同月比18 .3％増の
3,008台となっています（乗用車は同4.0％増、軽自
動車は同35.4％増）。

緩やかな持ち直しの動きが見られる

足元では上向きの兆しが見られる

好調に推移している

堅調に推移している

負債総額、件数ともに低水準に抑制

弱含みで推移している
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の景気は、個人消費に弱さが見られるものの、主要指標である生産が２ヶ月連続でプラスに推移する
等、緩やかな持ち直しの動きが見られます。
生産は、食用アミノ酸が増産となる等、足元では上向きの兆しが見られます。個人消費は、自動車販売が前年

を上回ったものの、大型小売店販売額が前年を下回る等、弱含みで推移しています。住宅建設は、消費税増税を
意識した駆け込み着工により好調に推移しています。

（下田 大氣）

1.生産活動

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は93.9と前月比0.5％上昇しました。
比重の高い化学や食料品の上昇基調が続いており

総合指数は２ヶ月連続で前月を上回る等、生産は足元
では上向きの兆しが見られます。
主要業種では、食用アミノ酸等の生産が増加した

食料品が上昇した他、医薬品が増産となった化学が
上昇しています。

3.住宅建設

９月の新設住宅着工戸数は、562戸と前年同月比
55.7％増加しました。
消費税増税を意識した駆け込み着工により、「貸

家」「分譲（マンション）」が前年を大幅に上回った他、
「持家」も高水準で推移しています。また、住宅着工の
先行指標である建築確認申請件数が前年を上回る水
準で推移しており、着工数増加に向けた動きが継続し
ています。

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比1.8％増の282件、金額が同8.9％増の105億円と
なりました。
発注者別では、港湾関連工事の発注があった「国」

や学校校舎改築工事の発注があった「市町村」が前年
を上回る等、堅調に推移しています。

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比66.7％減の２件、負債総額が同98.3%
減の約50百万円となりました。
負債総額、件数ともに低水準に抑制されています。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

９月の大型小売店販売額は、前年同月比1.8％減の
50億円となりました。
残暑の影響により、全体的に客足が鈍く、主力の衣

料品・飲食料品ともに前年を下回りました。
９月の自動車販売は、前年同月比18 .3％増の
3,008台となっています（乗用車は同4.0％増、軽自
動車は同35.4％増）。

緩やかな持ち直しの動きが見られる

足元では上向きの兆しが見られる

好調に推移している

堅調に推移している

負債総額、件数ともに低水準に抑制

弱含みで推移している
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

2010 2011 2012 20132009

大分県の最近の経済動向

大分県の景気

大分県の景気は、個人消費に持ち直しに向けた動きが見られるものの、主要指標である生産が弱含みで推移
する等、持ち直しの動きに弱さが見られます。
生産は、月次の振れを伴いつつ徐々に水準が切り下がってきており、弱含みで推移しています。個人消費は、

大型小売店販売額がほぼ前年並みで推移したものの、自動車販売が前年を大きく上回る等、持ち直しに向けた
動きが見られます。住宅建設は、戸建を中心に消費税増税を意識した駆け込み着工が見られるが、分譲マンショ
ンの着工が前年を下回る等、全体では着工数増加の動きが一服しています。

（松永 圭史）

1.生産活動

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は90.1と前月比1.9％低下しました。
生産は、月次の振れを伴いつつ、徐々に水準が切り

下がってきており、弱含んでいます。
主要業種では、７月に大幅増産となった鉄鋼が反動

減となっています。一方、デジタルカメラの生産が増
加した情報通信機械は上昇しています。

3.住宅建設

９月の新設住宅着工戸数は、前年同月比25.6％減
の568戸となりました。
引き渡しが来年４月以降になっても現行の消費税

率５％が適用される経過措置期限（９月末）による駆け
込み着工があった「持家」や、「分譲（戸建）」が前年を
大きく上回ったが、「分譲（マンション）」で着工が無
かった影響が大きく、全体では前年を下回りました。

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比16.5％増の614件、金額が同26.3％増の225億
円となりました。
発注者別では、ダム工事の大型案件があった「国」

が前年を上回った他、東九州自動車道関連工事の発
注があった「独立行政法人」が前年を上回る等、好調
に推移しています。

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比16.7％減の５件、負債総額が同約３倍の
約36億円となりました。
石油製品販売業で34億円の大型倒産が発生し、負

債総額は前年を大きく上回りました。

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

９月の大型小売店販売額は、前年同月比0.4％増の
89億円となりました。
主力の飲食料品は、惣菜や果物等の販売が好調で

前年を大きく上回りました。衣料品は、ほぼ前年並み
となっています。
９月の自動車販売は、前年同月比21 .0％増の
4,623台となっています（乗用車は同15.4％増、軽自
動車は同28.4％増）。

持ち直しの動きに弱さが見られる

月次の振れを伴いつつ、徐々に水準が切り下がってきており、弱含んでいる

着工数増加の動きが一服

好調に推移している

負債総額は大幅に増加

持ち直しに向けた動きが見られる
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■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州7県 2010年＝100、大分県 2005年＝100）

大分県、九州経済産業局、経済産業省出所 全国 九州７県

大分県 全国 九州8県

■大分県の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

2010 2011 2012 20132009

大分県の最近の経済動向

大分県の景気

大分県の景気は、個人消費に持ち直しに向けた動きが見られるものの、主要指標である生産が弱含みで推移
する等、持ち直しの動きに弱さが見られます。
生産は、月次の振れを伴いつつ徐々に水準が切り下がってきており、弱含みで推移しています。個人消費は、

大型小売店販売額がほぼ前年並みで推移したものの、自動車販売が前年を大きく上回る等、持ち直しに向けた
動きが見られます。住宅建設は、戸建を中心に消費税増税を意識した駆け込み着工が見られるが、分譲マンショ
ンの着工が前年を下回る等、全体では着工数増加の動きが一服しています。

（松永 圭史）

1.生産活動

８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は90.1と前月比1.9％低下しました。
生産は、月次の振れを伴いつつ、徐々に水準が切り

下がってきており、弱含んでいます。
主要業種では、７月に大幅増産となった鉄鋼が反動

減となっています。一方、デジタルカメラの生産が増
加した情報通信機械は上昇しています。

3.住宅建設

９月の新設住宅着工戸数は、前年同月比25.6％減
の568戸となりました。
引き渡しが来年４月以降になっても現行の消費税

率５％が適用される経過措置期限（９月末）による駆け
込み着工があった「持家」や、「分譲（戸建）」が前年を
大きく上回ったが、「分譲（マンション）」で着工が無
かった影響が大きく、全体では前年を下回りました。

国土交通省出所■大分県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事

９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比16.5％増の614件、金額が同26.3％増の225億
円となりました。
発注者別では、ダム工事の大型案件があった「国」

が前年を上回った他、東九州自動車道関連工事の発
注があった「独立行政法人」が前年を上回る等、好調
に推移しています。

西日本建設業保証出所■大分県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産

10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比16.7％減の５件、負債総額が同約３倍の
約36億円となりました。
石油製品販売業で34億円の大型倒産が発生し、負

債総額は前年を大きく上回りました。

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費

９月の大型小売店販売額は、前年同月比0.4％増の
89億円となりました。
主力の飲食料品は、惣菜や果物等の販売が好調で

前年を大きく上回りました。衣料品は、ほぼ前年並み
となっています。
９月の自動車販売は、前年同月比21 .0％増の
4,623台となっています（乗用車は同15.4％増、軽自
動車は同28.4％増）。

持ち直しの動きに弱さが見られる

月次の振れを伴いつつ、徐々に水準が切り下がってきており、弱含んでいる

着工数増加の動きが一服

好調に推移している

負債総額は大幅に増加

持ち直しに向けた動きが見られる

2012

800

700

600

500

400

300

100

200

0

（戸）
100

50

0

▲50

（％）

前年比

8 9
2013

764 59 10 11 12 1 2 3

2012
9876549 10 11 12 1 2 3

2013

300

250

200

150

100

50

0

（億円）
100

50

0

▲50

（％）

前年比

2012

30

20

10

0

（億円） （件数）

9 10

5

15

10

2013
875 642 310 11 12 1

0

倒産件数

負債総額

32 36

大分県
■大分県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州7県 2010年＝100、大分県 2005年＝100）

大分県、九州経済産業局、経済産業省出所 全国 九州７県

大分県 全国 九州8県

■大分県の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 回復に向けた動きが見られる

1.生産活動 回復に向けた動きが見られる
８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は114.4と前月比28.8％上昇しました。
生産は回復に向けた動きが見られます。
主要業種では、焼酎の生産が増加した食料品が上

昇した他、半導体が大幅増産となった電子部品・デバ
イスが大きく上昇しました。

3.住宅建設 好調に推移している
９月の新設住宅着工戸数は、854戸と前年同月比
53.6％増加しました。
引き渡しが来年４月以降になっても現行の消費税

率５％が適用される経過措置期限（９月末）による駆け
込み着工があった「持家」や、「分譲（戸建）」が前年を
上回った他、「貸家」や「分譲（マンション）」でも前年を
上回りました。

国土交通省出所■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 好調に推移している
９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比38.7％増の534件、金額が同73.8％増の210億
円となりました。
発注者別では、トンネル新設工事の発注があった

「国」が前年を上回った他、病院新築工事の大型案件
があった「その他の公共的団体」が前年を大きく上回
る等、好調に推移しています。

西日本建設業保証出所■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前月を上回る
10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比42.9％減の８件、負債総額が同20.3％
減の約16億円となりました。
電子部品製造業で６億円の倒産が発生した他、製茶

販売業でも約５億円の倒産が発生する等、負債総額は
前月を大きく上回りました。

■宮崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 持ち直しの動きに弱さが見られる
９月の大型小売店販売額は、前年同月比0.8％減の
64億円となりました。
衣料品は、月上旬の気温の低下と百貨店のセール

の時期が重なり、前年同月比3.1％上昇しました。主
力の飲食料品は、ディスカウントストア等の進出が多
くスーパーの販売が苦戦しており、前年を2.2％下回
りました。
９月の自動車販売は、前年比13.4％増の4,020台
となっています（乗用車は同9.5％増、軽自動車は同
17.7％増）。
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宮崎県の景気は、個人消費に弱さが見られるものの、主要指標である生産が大きく増加する等、回復に向け
た動きが見られます。
生産は、半導体の生産水準が引き上げられる等、回復に向けた動きが見られます。個人消費は、大型小売店販

売額が前年を下回る等、持ち直しに向けた動きに弱さが見られます。住宅建設は、戸建を中心に消費税増税を意
識した駆け込み着工が見られ、好調に推移しています。

（松永 圭史）

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州７県 2010年＝100、宮崎県 2005年=100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所 宮崎県 全国 九州７県
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■宮崎県の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 回復に向けた動きが見られる

1.生産活動 回復に向けた動きが見られる
８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は114.4と前月比28.8％上昇しました。
生産は回復に向けた動きが見られます。
主要業種では、焼酎の生産が増加した食料品が上

昇した他、半導体が大幅増産となった電子部品・デバ
イスが大きく上昇しました。

3.住宅建設 好調に推移している
９月の新設住宅着工戸数は、854戸と前年同月比
53.6％増加しました。
引き渡しが来年４月以降になっても現行の消費税

率５％が適用される経過措置期限（９月末）による駆け
込み着工があった「持家」や、「分譲（戸建）」が前年を
上回った他、「貸家」や「分譲（マンション）」でも前年を
上回りました。

国土交通省出所■宮崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 好調に推移している
９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比38.7％増の534件、金額が同73.8％増の210億
円となりました。
発注者別では、トンネル新設工事の発注があった

「国」が前年を上回った他、病院新築工事の大型案件
があった「その他の公共的団体」が前年を大きく上回
る等、好調に推移しています。

西日本建設業保証出所■宮崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに前月を上回る
10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比42.9％減の８件、負債総額が同20.3％
減の約16億円となりました。
電子部品製造業で６億円の倒産が発生した他、製茶

販売業でも約５億円の倒産が発生する等、負債総額は
前月を大きく上回りました。

■宮崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 持ち直しの動きに弱さが見られる
９月の大型小売店販売額は、前年同月比0.8％減の
64億円となりました。
衣料品は、月上旬の気温の低下と百貨店のセール

の時期が重なり、前年同月比3.1％上昇しました。主
力の飲食料品は、ディスカウントストア等の進出が多
くスーパーの販売が苦戦しており、前年を2.2％下回
りました。
９月の自動車販売は、前年比13.4％増の4,020台
となっています（乗用車は同9.5％増、軽自動車は同
17.7％増）。

2012

600

500

900

700

800

400

300

200

100

0

（戸）
100

50

0

（％）

前年比

2012

150

200

250

100

50

0

（億円）
200

100

0

▲100

（％）

前年比

986 75
2013

49 10 11 12 1 2 3

2012

30

20

10

0

（億円） （件数）

5

10

15

0

倒産件数
負債総額

1092 3 4
2013

10 11 12 1 5 6 7 8

9865
2013

４9 10 11 12 1 2 3 7

宮崎県の景気は、個人消費に弱さが見られるものの、主要指標である生産が大きく増加する等、回復に向け
た動きが見られます。
生産は、半導体の生産水準が引き上げられる等、回復に向けた動きが見られます。個人消費は、大型小売店販

売額が前年を下回る等、持ち直しに向けた動きに弱さが見られます。住宅建設は、戸建を中心に消費税増税を意
識した駆け込み着工が見られ、好調に推移しています。

（松永 圭史）

■宮崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州７県 2010年＝100、宮崎県 2005年=100）
宮崎県、九州経済産業局、経済産業省出所 宮崎県 全国 九州７県
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経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 持ち直しの動きに弱さが見られる
鹿児島県の景気は、個人消費に緩やかな持ち直しの動きが見られるものの、主要指標である生産が弱含む

等、総じて持ち直しの動きに弱さが見られます。
生産活動は、スマートフォン向けコンデンサーが減産となった電子部品･デバイスや、半導体製造装置の生産

が減少した一般機械が低下する等、弱含んでいます。個人消費は、大型小売店販売額が前年を上回った他、自動
車販売が新車投入効果により前年を上回る等、緩やかな持ち直しの動きが見られます。住宅建設は消費増税や
金利の先高感により好調に推移しています。

（森山 裕司）

1.生産活動 弱含んでいる
８月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は83.1と前月比2.1％低下しました。
比重の高い電子部品・デバイスの操業度が低水準

で推移する等、生産は弱含んでいます。
主要業種では、焼酎等が増産となった食料品が上

昇したものの、スマートフォン向けコンデンサーが減
産となった電子部品・デバイスや、半導体製造装置の
生産が減少した一般機械が低下しました。

3.住宅建設 好調に推移している
９月の新設住宅着工戸数は、1,119戸と前年同月
比24.9％増加しました。
消費増税や金利の先高感により、「持家」が前年を

大幅に上回った他、全ての項目で前年を上回る等、好
調に推移しています。

国土交通省出所■鹿児島県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

4.公共工事 足元は回復に向けた動きが一服
９月の公共工事保証請負状況は、件数が前年同月
比13.6％増の1,022件、金額が同11.2％減の295億
円となりました。
発注者別では、県道関連工事の発注があった「県」

が前年を上回りましたが、全体では７ヵ月ぶりに前年
を下回り、足元は回復に向けた動きが一服していま
す。

西日本建設業保証出所■鹿児島県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

5.企業倒産 負債総額、件数ともに低水準に抑制
10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比37.5％減の５件、負債総額が同86.6％
減の約４億円となりました。
不動産賃貸業等で１億円を超える倒産が２件あった

ものの、負債総額、件数ともに低水準に抑制されてい
ます。

■鹿児島県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2.個人消費 緩やかな持ち直しの動きが見られる
９月の大型小売店販売額は、前年同月比1.3％増の
119億円となりました。
残暑の影響で秋物衣料が振るわなかったものの、

半調理品等の惣菜が好調だった主力の飲食料品は前
年を上回りました。
９月の自動車販売は、前年比21.7％増の5,447台
となっています（乗用車は同17.2％増、軽自動車は同
27.2％増）。
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■鹿児島の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（全国・九州7県 2010年＝100、鹿児島 2005年＝100）
鹿児島、九州経済産業局、経済産業省出所 宮崎県 全国 九州７県
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■鹿児島の大型小売店販売額（前年比） 九州経済産業局、経済産業省出所
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K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向
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円となりました。
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が前年を上回りましたが、全体では７ヵ月ぶりに前年
を下回り、足元は回復に向けた動きが一服していま
す。
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5.企業倒産 負債総額、件数ともに低水準に抑制
10月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数

が前年同月比37.5％減の５件、負債総額が同86.6％
減の約４億円となりました。
不動産賃貸業等で１億円を超える倒産が２件あった

ものの、負債総額、件数ともに低水準に抑制されてい
ます。
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９月の大型小売店販売額は、前年同月比1.3％増の
119億円となりました。
残暑の影響で秋物衣料が振るわなかったものの、

半調理品等の惣菜が好調だった主力の飲食料品は前
年を上回りました。
９月の自動車販売は、前年比21.7％増の5,447台
となっています（乗用車は同17.2％増、軽自動車は同
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